
令和４年度第２回オンライン自主研修 感想・意見 

○・政府の広報番組であり、「保護司とは何か」について、分かりやすく説明されていました。 

・保護司の人数について、最近ではずっと減少傾向にありましたが、2022年に増加していましたが、その

理由について知りたいと思います。 

・保護司が少なくなったと言われていますが、犯罪者数が減少している中で、保護司がそれに合わせて減

っていくのは、自然で適切な傾向であろうと思います。逆に、保護司になっても、長い間対象者が無くモ

チベーションが維持できない場合もあると聞くと、その方が問題であるように思えます。 

・また、保護司の高齢化が問題だと言われますが、一般論ですが、保護司には人生経験が必要だと思いま

す。若手の保護司を増やすよりも、人生経験を積んだ年配の方の保護司を増やした方が良いと思います。 

 

○住職さんの、「芯から悪い人間はいないと思っている」という言葉が印象的だった。 

我々保護司が対象者に接するにあたって忘れてはならないことであり、これが保護司として活動する根本

のエネルギーであると再認識できた。 

 

○若い「保護司」さんに焦点をあ

て、会社員・二児の母で限られた

時間を更に捻出して保護司になっ

ておられる方のインタビューはと

ても励みになりました。ただ、一

日のスケジュールが示され、「対

象者の家を訪問 面接」１時間、

「報告書作成」１時間、「昼食 

報告書作成・対象者に連絡」１時

間と１日３時間を費やしているこ

とになっていました。当たり前の

ことですが、これは毎日ではな

く、月２回程度のものです。若い

「新任保護司候補者」確保への広

報としては、誤解のないようにし

ていただきたい。 

 

○実際の経験をお話しさていると

ころで 

以前の対象者から連絡があった、

元気でやっている 

というようなお話があり共感する

ところがありました 

やりがいの一つですね 

保護司の活動・仕事等も 

丁寧にせつめいされているなぁと

感じました 

しかし、ジャルジャルさんのくだ

りはまったくいらないものだと感じました 


